
平成31年度令和1年度　事業活動報告書
特定非営利活動法人すぎとＳＯＨＯクラブ 

１　事業の成果
1 .会員の動き
令和2年3月末現在会員数は、正会員6名・一般会員5名・賛助会員３団体。
2 .地域の情報化社会推進事

1 埼玉農産物ポータルサイト運営は県農業ビジネス支援課との協働事業として情報共有、情報発信
等に一定の成果があった。
2 Facebook、Twitter、ブログを活用し、企画イベントの情報発信や情報のシェアを行った。
3 .SOHO事業者・起業者支援事業
1 インキュベーション運営事業は、事務所移転に伴い、いきがいサロン２階に移動し継続している。
現在、１社契約と福島事業の事務所として機能している。
2 創業支援事業からスタートした「私たちの月３万円ビジネス」は、新しい概念を提案し、町外での活躍が目覚ましい。引き続き運営支援等を行っていく予定。

4 .交流・研修セミナー事業
1 福島からの県外避難者支援を継続的に行っており、避難者交流イベントや避難者支援及び支援者向けのパソコン教室の企画や実施を行っている。復興は決して終わることなく続いるため、今後は身元保証などの実政策を進めていきたい。
2 岩槻安穏朝市での運営支援を継続的に行っており、杉戸町外地域住民との交流を図っている。
5 .子どもの健全育成事業
1 杉戸町教育委員会主催の集会所小学生学級等を受託し、受講した子供たちに楽しく参加していただき、好評だった。
6 .自然・社会の調和推進事業
1 本年度もタケノコ堀りや下草刈りなどのＦＵＲＵＹＡ村運営補助をしており、継続的な支援を行っている。
7 .まちづくり推進事業
1 柴又１００Ｋウルトラマラソンは、エコスポいずみ迂回コースが好評で、今回もすまえるプロジェクトやすぎスポと協働開催を行った。今後も継続の予定。
8 .生涯学習の推進事業
1 事務所１階のいきがいサロンの運営支援を行っており、毎週火曜日にはスマホ相談教室を開催している。なお、同サロンは年間のべ１５００名の利用者がある。
9 .NPO等団体の連絡・助言・援助事業
1 防災県域ネットワーク「彩の国会議」に幹事団体として参画し、事業の方向性等を提言している。令和2年度は休眠預金事業公募に申請予定である。
2 杉戸町富岡町川内村広域的共助推進協議会による「協働型災害訓練（２月開催）」は、今回も１５０名もの参加者があった。今後も全国での水平展開も検討している。
２　事業の実施に関する事項（平成31年4月1日～ 令和2年3月31日）
特定非営利活動に係る事業
特定非営利活動法人すぎとＳＯＨＯクラブ
	定款の事業名
	事　業　内　容
	実施
日時
	実施場所
	従事者
人数
	受益対象者
の範囲及び
人数
	支出額
　　(千円)

	地域の情報化推進事業
	SAITAMA・わっしょい運営等
	通年
	インターネット
	１名
	県民
	　-
	

	
	情報発信
	通年
	インターネット
	１名
	全国
	
	

	ＳＯＨＯ事業者・起業者支援事業

	インキュベーション運営
	通年
	事務所
	３名
	会員
	5名
	

	
	創業支援事業補助
	通年
	各地
	５名
	近隣住民
	20名
	

	交流・研修セミナー事業
	福島県外避難者支援事業
	通年
	県内
	３名
	県外避難者
	50名
	

	
	町外地域住民交流
	通年
	さいたま市
	２名
	近隣住民
	1000名
	

	子どもの健全育成事業
	集会所小学生学級
	7,8月
	集会所
	８名
	町民
	200名
	

	自然・社会の調和推進事業
	里山景観保全・活用運営支援
	通年
	鷲巣地区
	5名
	近隣住民
	50名
	

	まちづくり推進事業
	100ｋｍマラソン支援事業
	6月
	泉地区
	50名
	近隣住民
	2500名
	

	生涯学習の推進事業
	いきがいサロン運営
	通年
	大字杉戸
	10名
	町民
	1500名
	

	ＮＰＯ等団体の連絡・助言・援助事業
	彩の国会議参画
	通年
	県庁
	２名
	県民
	100名
	

	
	協働型災害訓練in杉戸
	2月
	すぎとピア
	５名
	近隣住民
	200名
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